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Chinese College Students and University Swimming Teachers

Pengcheng Zhou, Kazuhiko Saito, Yusuke Matsumoto and Waka Ebina

Abstract: The purpose of this study was to identify past results and future issues regarding 
knowledge, skills, emotions, cognition, and behavior in education of water safety among 
Chinese university students and university swimming teachers. The results of this study are 
summarized as follows:
(1) Although there were regional diff erences in the swimming ability of university students, it 
was clear that the overall situation of education of water safety in Chinese universities is serious 
and that there are still major problems in the knowledge and skills of university students 
regarding education of water safety. The cognition of education of water safety among Chinese 
university students is inadequate, and their behavior regarding “underwater safety education” 
also needs to be improved.
(2) It is not only a problem that university swimming teachers are not suffi  ciently qualifi ed to 
implement education of water safety, but it is also clear that university swimming teachers do 
not place importance on education of water safety. For the future implementation of education 
of water safety multifaceted instruction that includes knowledge, skills, emotions, cognition, and 
behavior related to education of water safety according to the individual situations of university 
students is required.
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１．研究の背景と問題の所在

　中国において，溺死は，不慮の事故注１）による死因
の第３位である（農・楊，2006）。そのため，「泳げる
こと」は現代社会において，身を守るための重要な技
能とされている（王，2017）。また，「中華人民共和国
教育法」には，安全教育や安全管理における大学の責
任，ならびに，大学生が享受すべき権利と果たさなけ
ればならない義務の両方が規定されている（全国人民

代表大会，1995）。そして，2016年，中国教育部は，「休
暇中の学生の溺水事故に関する早期警報のお知らせ」
において，水難事故の未然防止に着目して，マルチメ
ディアやインターネットなどを通して，学生に対し，
水難事故を防止するための知識と技能を紹介すること
を提唱していた（中国教育部，2016）。しかし，大学
でのプール施設が普及されていないため，現行の法律
や政策の中で，「水中安全教育」（Education of Water 
Safety）に関する実施義務が明記されていない。この
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ことから，中国で充実した「水中安全教育」が実施さ
れていないことが推測できる。
　中国の伝統的な水泳授業は泳力に関する指導に偏
り，「水中安全教育」に関する知識および水中でのサ
バイバルや溺れた人を救助するための技能に関する指
導が不足していると指摘されている（頼ら，2019）。
そして，中国において，「水中安全教育」を含む水泳
教育はプール施設が比較的に充実している大学で実施
されている現状がある（頼ら， 2019）。加えて，張（2017）
は，大学生および大学の水泳教員が「水中安全教育」
に関する知識，技能，そして態度における３要素注２）

の中でも認知と行動を理解することによって，水難事
故の低減につながると述べている。さらに，馮（2017）
は態度における３要素が一致しない際，感情が主な態
度の決定要因となるとしている。したがって，「水中
安全教育」に関する感情的要素もいれて，「水中安全
教育」の現状を検討することが必要であろう。
　しかし，中国の大学における「水中安全教育」の知識・
技能・感情・認知・行動について，これまでの成果や
今後の課題は明らかにされていない。「水中安全教育」
の知識・技能・感情・認知・行動に関する先行研究を
整理することで，これまでの成果や今後の課題を明ら
かにすることができると考えられる。中国の大学生と
大学の水泳教員に関する「水中安全教育」の知識・技
能・感情・認知・行動についての文献レビューが必要
であろう。

２．研究の目的

　本研究では，中国の大学生および大学の水泳教員に
おける「水中安全教育」の知識・技能・感情・認知・
行動に関する先行研究を整理し，これまでの成果や今
後の課題を明らかにすることを目的とした。

３．研究の方法

　中国の大学生および大学の水泳教員における「水中
安全教育」の知識・技能・感情・認知・行動に関する
先行研究を収集するために，中国の論文検索サイトであ
る CNKI（China National Knowledge Infrastructure）
で「大学　水泳授業」，「大学　水泳教育」をキーワー
ドとして OR 検索を行った。検索の結果，計314編が
該当した。まず，学会発表の抄録およびシンポジウム
の内容を記載した文献，ならびに大学の「水中安全教
育」に関連しない先行研究を除外した。最後に中国の
大学生および大学の水泳教員における「水中安全教育」
の知識・技能・感情・認知・行動に関する先行研究の

みに絞り，計10編が該当した。また，知識・技能は認
識に含まれ注３），感情・認知・行動は態度の3要素とし
て含まれる。そのため，それらの研究を，「水中安全
教育」に関する認識と「水中安全教育」に関する態度
に分けた（表１）。

表１．分析対象とした先行研究一覧

　そして，谷本ら（2018）の先行研究を参考に，「目
的」，「方法」，「主な結果」から中国の大学生および大
学の水泳教員における「水中安全教育」の成果と課題
を分析した（表２）。

４．結果と考察

　中国の大学生および大学の水泳教員における「水
中安全教育」の認識と態度に関する先行研究の10編

（韓，2022；張ら，2019；石，2014；徐ら，2015a；張・
陳，2022；楊，2015；劉，2022；翟・崔2021；徐ら，
2015b；張ら，2016）のうち，８編（韓，2022；張ら，
2019；石，2014；徐ら，2015a；張・陳，2022；楊，
2015；劉，2022；翟・崔2021）が「水中安全教育」の
認識に関する研究であり，４編（張・陳，2022；劉，
2022；徐ら，2015b；張ら，2016）が「水中安全教育」
の態度に関する研究である（表１）。なお，張・陳（2022）
と劉（2022）は「認識」と「態度」のどちらにも含ま
れている。
　大学生の視点からみると，石（2014）が，対象校の
大学生に対し，安全に泳げる状況について調査した結
果，約75% の大学生が理解していることが明らかに
なっている。このことから，大学生における「水中安
全教育」に関する知識の獲得に一定の成果があると考
えられる。しかしながら，多くの大学生は，「水中安
全教育」に関する知識を学ぶのはライフガードの責任
であると捉えており，水泳中に生じる安全上の問題
に対する理解がまだ不十分であるとされている（石，
2014）。また，翟・崔（2021）の調査で，大学生の泳
力には地域による差があることが明らかにされてい
る。そして，多くの大学生は「水中安全教育」の実施
に対して積極的な態度を保持している状況にあること
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が明らかになった（徐ら， 2015b）。とはいうものの，「安
全対策のない自然水域で泳いでいる」，「水遊びをする
際には安全を考慮していない」などといった水難事故
につながるリスクの高い行動がよくみられている（徐
ら，2015b）。
　水泳教員の視点からみると，張ら（2019）は，主に
文献研究を通して，「水中安全教育」に関する基礎理論，

「水中安全教育」に関する技能，総合的応用という3つ
の要素から「水中安全教育」のカリキュラムを構築す
ることの重要性を明らかにしている。そして，劉（2022）
は，水泳教育の前に大学生の身体状況を把握し，水泳
教育を行う際，水温，水深といった環境的要素を考慮
しながら，大学生の泳力に応じた技能の指導を行うこ
とで，大学生の水への恐怖感を低減にさせることがで
き，最終的に事故防止につながると述べている。しか
し，中国の大学における水泳教育は，指導内容が単一
で，泳法の指導が中心になっており，「水中安全教育」
における知識と技能を指導することが不足している。
さらに，水泳教員自体の「水中安全教育」に関する知
識の把握に課題があるとされている（韓，2022；張ら，
2019）。現在，大学の水泳教員における「水中安全教育」
を実施するための資質能力に問題があるという懸念も
挙げられている（徐ら，2015a）。また，「水中安全教育」
の実施が義務付けられていないため，「水中安全教育」
に関する実技を実施しない知識伝達型の教育にとど

まっている現状や安全への呼びかけに止まっている現
状が見受けられる（張ら，2019；徐ら，2015a）。以上
のことから，中国の大学で充実した「水中安全教育」
が実施されていないことが考えられる。徐ら（2015a）
が主張するように，大学生はさらに「水中安全教育」
に関する知識と技能を強化するためには，大学以外の
場において，知識と技能を習得しなければならない。
しかし，現在の中国の大学で実施している「水中安全
教育」は不十分であると考えられる。

５．まとめ

　本研究では，中国の大学生および大学の水泳教員に
おける「水中安全教育」の認識と態度に関する先行研
究を整理し，これまでの成果や今後の課題を明らかに
することを目的とした。その結果，以下の２点が明ら
かになった。
　①中国の大学生の「水中安全教育」に関する知識の
獲得と「水中安全教育」の実施に対する態度から一定
の教育的成果があると考えられた。しかし，全体的に
中国の大学生の「水中安全教育」に関する知識と技能
の獲得が不足しているといえる。また，中国の大学生
における「水中安全教育」に関する認知と行動につい
ても，課題が残されており，「水中安全教育」を強化
することによって，改善していく必要があると考えら
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れた。
　②「水中安全教育」のカリキュラムを構築する際に
考慮すべき要素が明らかになった。加えて，大学の水
泳教員が「水中安全教育」を実施するための資質能力
と「水中安全教育」を十分に重視していないことが課
題となっている。今後の「水中安全教育」の実施に向
けて，多面的に「水中安全教育」を実施することが期
待されている。
　今後は，本研究で明らかになった課題の改善や，「水
中安全教育」に関する知識・技能・感情・認知・行動
などを含んだ多面的指導による効果的な「水中安全教
育」の実施が求められている。

【注釈】
   
1） 不慮の事故とは，偶発的に起こった事故のことをい
う。
2） 態度は，感情的要素，認知的要素，行動的要素とい
う３つの要素から構成される（児玉・石隈，2015）。
3） 体育における認識は「わかる」として考えられる（玉
腰，2017）。そして，体育における認識としての「わ
かる」は様々な使い方があるとされている（玉腰，
2017）。例えば，運動感覚としての認識に「身体で
わかる」という表現や，知識としての認識に言語的・
論理的に「わかる」という表現で使い分ける場合が
ある（高橋ら，1989）。そして，中嶋・森（2016）は，
体育固有の「わかる」は「身体でわかる」ことであ
り，「身体でわかる」ことは「できる（技能）」に当
たると述べている。つまり，体育において，知識と
技能は認識に含まれるといえよう。
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